






































周知のように、親鸞 「往生」をその内実において「難思議往生」 ・ 「双樹林下往生」 ・ 「難思往生」と明確に区別し










悲しきかな、垢障の凡愚、無際より已来、助正間雑し、定散心雑するが故に出離其の期無し。自ら流転輪回を度るに、微塵劫を超過すれども 仏願力に帰し叵く、大信海に入り叵し。良に傷嗟すべし、深く悲歎すべし。凡そ大小聖人・一切善人 本願 嘉号をもって己が善根とするが故 、信を生ず ことあたわず 仏智を了らず。彼の因を建立せることを了知することあたわざるが故に 報土に入ること無きなり。

 （ 『翻刻篇』五四一頁）









と述べる。ここに明らかなように親鸞の言う「難思議往生」とは、 『大無量寿経』 （以下『大経』 ）に説かれる本願の因果力によって実現する往生である。具体的には、 「念仏往生の願」に誓われる真実信心を因として「必至滅度の願果」である大涅槃を証得 「大般涅槃無上の大道」であり、それは現生正定聚として 現する真実報土の往生を内実とするものである。　
これが『大経』下巻の冒頭に、第十一必至滅度の願・第十七諸仏称名の願・第十八至心信楽の願の成就として説か









と、まずもって第十一必至滅度（証大涅槃）の願の成就が説かれる。第十一願はその願名からも明らかなように、必至滅度や証大涅槃が誓われた願である。ここでは、そ 願の成就が浄土において「正定 聚に住す」という内容で説かれている。すなわち必至滅度や証大涅槃は、 「住正定聚」という浄土の生として実現するのである。　

































































と、 「不宿」のはたらきを述べる。この「不宿」は、願海そのも が真実清浄であらんとするはたらきであると同時に、願海に転入した者に開か る仏道の歩みを支える たらきである。つまり、本願に目覚め（願海に転入し）てもなお止むことのない自力執心を常に否定し続けるのが「不宿」というはたらきであっ 、衆生はその否定を契機として常に本願を我が身に証 ていけるのである。だから実際 あるのは、無明煩悩の身という絶対無救済 存在事実だけである。しかし、そ 事実に目覚めて見 ば、目覚めさせるはたらき して如来大悲は衆生の自覚 上に顕現する。　
このように称名信楽の悲願成就として衆生の上にはたらき出る本願の行信とは、無明煩悩の闇に覆われて本来ある




































































出されてみれば、願生心は「我」一人の自覚に止まらず、 「普く諸の衆生と共に」 「往生せん」という意欲へと必然的に展開するのである。換言すれば、一心帰命の信が一心願生へと展開するからこそ、そこに という仏道が衆生に成り立つのである。　
その一心帰命から一心願生へと展開する信心の能動性を、親鸞は如来因位の法蔵菩薩の願心、すなわち至心・信





と了解している。これは「至徳の尊号」をその体とすると言われてい ように 聞名（一心帰命）の信にまず開かれる自覚であり、それは清浄心・真実心が全くないという徹底した懺悔 その懺悔を通 覚される が、清浄・真実のない一切衆生を悲憫して、常に清浄・真実であらんとする法蔵菩薩 永劫修行である。ここでは、そ 衆
144
生と如来の関係が「是を以て」と接続されているように、衆生の「穢悪汚染にして清浄の心無し。虚仮諂偽にして真実の心無し」という存在事実こそが、如来を法蔵菩薩として立ち上がらせ「不可思議兆載永劫において菩薩の行を行じ」させ名号にまで成らせたのである。だから、その名号に帰した自覚は、我が身の懺悔であると同時に、一切衆生の苦悩に身を捨てた法蔵菩薩のご苦労への讃嘆でもある。だから、その 一切の群生海」という主語で語られているよう 、個人を超えた一切衆生に共通する如来が見抜いた普遍的事実なのであり、そこ 群萌の大地とも言うべき平等普遍なる地平は開ける である。　
この至心の了解を受けて、親鸞は「信楽」を、
次に信楽と言うは、則ち是れ、如来の満足大悲・円融無碍の信心海なり。是の故に疑蓋間雑有ること無し。故に信楽と名づく。即ち利他回向の至心を以て信楽の体と為るなり。然るに無始より已来、一切群生海、無明海に流転し、諸有輪に沈迷し、衆苦輪に繋縛せられ 、清浄の信楽無し。法爾として真実の信楽無し。是を以て 上功徳、値遇し難叵く、最勝の浄信 獲得し難叵し。一切凡小、一切時の中に、貪愛の心常に能く善心を汚し、瞋憎の心常に能く法財を焼く。急作急修して頭燃を灸うが如くすれども、衆て雑毒雑修の善と名づく。亦、虚仮諂偽の行と名づく。真実の業と名づけざるなり。此 虚仮雑毒 善を以て無量光明土 生まれん 欲する、此れ必ず不可なり。何を以ての故に。正し 如来 菩薩の行を行じたまうし時、三業の所修、乃至一念一刹那も疑蓋雑わること無きに由てなり 斯の心は、即ち の大悲心なるが故に、必ず報土 正定の因と成る。如来、苦悩 群生海を悲憐して、無碍広大の浄 を以て諸有海に回施 たまえり。是を利他真実 心と名づく。
（ 『翻刻篇』一九五─一九七頁）
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包まれた感動の表現であると言ってもいいだろう。また、このような思索は「真仏土巻」との関係にも見出せる。その一例を挙げれば、 「真仏土巻」に浄土（涅槃界）の性として引用される『無量寿経優婆提舎願生偈註』 （以下『論註』 ）の性功徳の「諸法平等なるを以の故に発心等し。発心等 きが故に道等し。道等しきが故に大慈悲等し。大慈悲は是れ仏道の正因なるが故に」という文を、親鸞は「信巻」の一念転釈において、 「諸法平等」を「願海平等」と読み替えて示すことで、浄土の性と信心の性が共 法蔵菩薩の大慈悲 に基づいていることを明かすのである。それによって、煩悩具足 凡夫の身のままに獲信 一念に真実報土の正因（涅槃の真因）を得 ができる、より積極的に言えば、真実報土あるいは大涅槃が開示されることを述べるのである それが本願信心の願成就の内容である。　
そして、そのような信楽における如来との決定的な断絶に必然する仏からの原理を親鸞は「欲生」として、
次に欲生と言うは、則ち是れ如来、諸有の群生を招喚したまうの勅命なり。即ち真実の信楽を以て欲生の体と為るなり。誠に是れ、大小・凡聖・定散・自力 回向に非ず。故に不回向と名づくるなり。然るに微塵界の有情、煩悩海に流転し 死海に漂没して、真実の回向心無し、清浄の回向心無し。是の故に如来、一切苦悩の群生海を矜哀して、菩薩の行を行じたまう 時 三業 所修、乃至一念一刹那も回向心を首と為て、大悲心を成就することを得たまえ が故 。利他真実の欲生心を以て諸有海に廻施したまえり。欲生即ち れ廻向心なり。斯れ則ち大悲心なるが故に疑蓋雑わるこ 無し。

 （ 『翻刻篇』二〇八─二〇九頁）




れる事実だからである。不回向を潜らぬ本願力回向は、単なる理想に過ぎない。また、ここでは回向が「回向心を首と為て、大悲心を成就す ことを得たまえる」と言われるように、 「心」の字が加えられていることにも注意が必要である。言うまでもなく、この文は『浄土論』 ・ 『論註』にて示される言葉に依拠するのであるが、そこ 「心」の字はない。そこに親鸞が敢えて「心」の字を加えるのは、回向を五念門の行の一つとしてではなく 如来の願心そのものとして了解するから あろう。 なわち 心とは、外在的なはたらきではなく、衆生に内在する根源的欲求の「心」 、 「一切群生海の心」として真実を求めさせて止まない如来の願心なのである。　
その「欲生」の願心は、第十九至心発願の願と第二十至心回向の願にも誓われている。親鸞はそれらを「化身土























と述べられるように、衆生が憧憬 求めるような外在する固定化された理想ではない。 「三塗懃苦の処」 在りなが
（22）
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と述べられていることからも明らかである。すなわち「教化」 は、 「弥陀の弘誓の力」 （化）及び「娑婆本師の力」（教）であると言えよう。だから衆生の立場は、その「教化」を「受ける」というところにしかない。しかし、その二尊の「教化」に生き抜く姿が、また他者を 教化」 るのではないか。それは「ただ念仏」に生きる法然の姿に、親鸞が弥陀の本願を信受し得たように、あるいは親鸞の念仏者としての生涯が うであったように、娑婆における法難や批判、あるいは善鸞事件と った数々の問題の中に りながらも、それらを逆縁として本願の念仏だけが真実であると、自ら 信じた「ただ念仏」の教えを他者との関係性の中で生き抜い いくこと、ここに自信教人信の実際があるのではないか。　
それがここで言われる阿弥陀仏の住持力によって成り立つ「教化」であり、それは三界の娑婆において他者との関















と述べられる。このように浄土を背景とした三界における他者との関係性は、 「同一に念仏」する本願念仏の僧伽という意味が見出されることに他ならない。それは、 ・卵・湿・化 いう様々な生まれの違いや、また業の違いよって受ける苦楽の違い、あ いは「三三の品」 言われるような人間の機質 違いを超えた平等な関係であ　
本来、人間は「世間の愛欲の中に在りて、独り生じ独り死し独り去り独り来りて、当に行いて苦楽の地に至り趣く


















と、清浄功徳の文を引くこ によって、これまで確かめてきた現生正定聚 内容、すなわち浄土を背景にしながら三界を三界のまま、凡夫の身を凡夫の身のまま生き抜いていく生が、 「煩悩成就 凡夫人」として「勝過三界道」に立ち、 「煩悩を断ぜずして涅槃分を得」るという涅槃道であることが押さえられるのである。ここに『 論』において浄土の荘厳功徳 総相とされる清浄功徳が、妙声功徳・主功徳・眷属功徳（大義門功徳）を引いた後に引かれる所以があるように思われる。　
ここで今一度、これまで述べてきた真実証である難思議往生の内実を顕わす浄土の荘厳功徳を整理したい。まず妙
声功徳が引かれ こと よって、難思議往生 内実が「即ち正定聚に入る」と う現生正定聚として確かめられていた。それは如来の智慧である名号を聞信する願生者および 生者に「しらずもとめざるに」浄土の 与えられ
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称名の願・第十八至心信楽の願の成就として説かれる仏道であり、それは大涅槃 方が衆生の上に本願の行信としてはたらき出ることによって実現するのであった。だから、衆生 おいては、その本願の行信を獲得するところに難思議往生の仏道は必然する。つまり、難思議往生の仏道の核心は本願の行信の獲得 あると言え 。よって 論は、その本願 行信の獲得の一念の自覚内容を「信巻」三一問答 尋ねた。そこで明らかになったのは 如来と 決定的な断絶 自覚（本願信心の願成就）がそ まま如来 大悲心の顕現であり、 に法蔵菩薩 一切群 海を招喚
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する勅命は聞き取られ、その欲生心に根拠する願生浄土の仏道が開示される（本願の欲生心成就）ということであった。それはどこまでも招喚の勅命に随順する歩みであり、凡夫の自覚に立ち返 ことによって、そこに常に法蔵願心を我が身に自証していかんとする主体的な歩みである。その願生心にこそ真実報土は開かれるのであり、それを親鸞は現生正定聚として「証巻」に引く浄土 荘厳功徳によって、その具体性を示していた。それはどこまでも娑婆を娑婆として煩悩成就の凡夫の身のままに生き抜いていくことの他になかった。しかし、その凡夫の自覚に本願は実験され、そこに真実報土は荘厳される あるから、そのような生は涅槃道という意味 持つのであ 。その うな自覚的歩みを親鸞 「難思議往生」と述べるのである。　
本論では、親鸞が「難思議往生」を今現在の自覚として述べることに注目した。そのため「双樹林下往生」や「難

























　「現生正定聚の境位」 大谷学報』六十二巻・第三号 一 八二年
・加来雄之






































































この読み替えは、智昇の『集諸経礼懺儀』の「大慈弘普化」 （ 『大正新修大蔵経』第四十七巻・四六九頁）との言葉 依った
ものであると考えられる。

 『真聖全』一・三二頁

 『翻刻篇』五一〇頁

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